
あとカベき

　本研究は、平成7年度の「鋼橋技術研究会一施工部会」の研究テーマとしてとりあげたもので、平成

7年にワーキンググループを結成し、同9月より予備的な実験と、数値解析による研究を開始したq本

格的な実験研究は、平成7年の予備的な試験解析結果を踏まえ、平成8年3月から試験体等の製作を行

い、本格的試験を5月より7月までの間実施した。またこれらの試験研究結果を踏まえ、さらに滑り耐

力の改善をはかる目的の試験研究を、平成9年1月から5月にかけて実施した。本研究に際し、ワーキ

ンググループのほか、施工部会員にも有益な助言を多く頂いた。これらの成果にっいては、土木学会第

51回年次講演会、ならびに平成10年4月の構造工学論文集に投稿発表した。

　最後に本研究を遂行するにあたり、足利工業大学の構造系学生の名位には数値解析や、実験の協力を

頂いたほか、実験に終始協力頂いた三井造船（株）千葉の桜沢一観、堀渡氏、ならびに今回の研突に

際して日本橋梁建設協会より研究費の補助金を頂いたことを、ここに記して関係各位に感謝します。
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